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大 阪 大学 看護 学雑 誌VoLINo.1.(1995)
口唇 口蓋裂 をもっ心因性摂食障害児への関わ り
一 依存欲求の表出を試みて 一
鎌 田 佳奈美 航 村 上 雅 美輯 ・竹 折 洋 子:*
平 林 高 子 料 ・鈴 木 敦 子* 
CARE FOR THE ADOLESCENT OF EATING DISORDER 
WITH CLEFT PALATE 
— TRYING TO SHOW THE DEPENDENCY NEED — 
Kanami Kamata, Masami Murakami, Youko Takeori 

Takako Hirabayashi, Atsuko Suzuki 

abstract 

The patient was a 15-year-old girl with a cleft palate and main symptom was eating disorder 
with vomit. She couldn't properly show her dependency need because she grew up over-adaptable to 
those around her. But when she reached adolescence, she began vomit. We cared for her acceptively 
and sympathetically. When she was accepted by her mother and nursing professionals, she could 
show the dependence. She gradually reflected herself objectively and could show her feelings. 
The results of our study are in the following. 
1) Nurses must accept the dependency need of the adolescent with sympathy. 
2 ) Nurses must sense one's fear and anxiety. 
3) The care for the adolesent should not be to choose between dependence and independence, but 
independence with dependence. 

4) The adolescent needs a peer grup. 

Keywords : eating disorder, adolescence, dependency need, cleft palate, care
要 旨
幼 い頃か ら周囲に過剰に適応 して育った患児は、自分の内に もってい る依存欲求 を表出するこ とが難 しか っ
た。そ して 、彼 女は自律 を迫 られ る思春期 に入 り、原 因不 明の嘔吐を し始めた。そのため、依存欲求が少 しで
も表出できるよう、特定の人が受容的、共感的に関わった。その関わ りは、依存欲求 に十分応 えなが ら少 しず
つ 自律 を入れてい くとい う 「依存 しつつ 自律」へ の関わ りであ った。その ような関わ りのなか、患児 は自分 自
身 を客観的 に見始め、 自分 の気持ちや感情 を少 しずつではあるが、表現 し始 めるようになった。
今 回の関わ りか ら、 このような子 どもに対す るケアとして、1)ケ アの提供者は、子 ど もの依 存欲 求 に十 分
応 えなければな らない。2)依 存欲 求に応 えるために、ケアの提 供者 自身が人生の恐怖や不安 に対 して 自分 を
打 ち出 して行 く勇気が必要であ る。3)「 依存」 か 「自律」 のアプ ローチではな く、「依存 しつつ 自律 」 へ の関
わ りを少 しずつ入れて行 くことで、「自己」 を確信で きる。4)内 面 に生 じた変化 を受け入れ、定位 させ るには、
自分以外の対象(特 に友達)を 必要 とす るとの示唆 を得 た。
キーワー ド:摂 食障害、思春期、依存欲求、口唇 口蓋裂 、看護
*大 阪大学医学部保健学科**大 阪大学医学部附属病院
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1は じめに
思春期 は心 身とも急速かつ質的に変化する時期である。
第二次性徴 の発現 に伴い、彼 らは否定な しに自分の内面
に 目を向け、新たな 自分 を統合す る 『自律への確信』 と
いう発達課題 に直面す る。だがそれは、彼 らにとって未
経験の世界 であ り、確固 とした拠 り所 に立つ ものではな
い。強い不安 を抱 え、押 しつぶされ そ うにな りなが ら、
彼 らは この課題に挑戦 しな くてはならない。そ してこの
過程での躓 きが、摂食障害、登校拒 否、非行 などの問題
行動 となって現われると言われてい る1)。
神経性食思不振症 の事例 は古 く、Morton,R.が 「神
経性 消耗症」 と指摘 した1689年 に遡 るが2)、 現 代 の複雑
な社会状況では、子 どもは発達課題 を達成するこ とは非
常 に難 しく、1980年 頃よ り急増 している。摂食障害者の
発症の多 くは思春期であ り、Bruch,H.は 、摂 食障害 は
食欲や摂食行動の異常ではな く、背後にあ る自己同一性
への葛藤であ ると指摘 している2)。つ ま り、それ は 自己
同一性 や自律 を盲 目的 に追求 している姿 なのである。 ま
た彼 は、不食 を続 ける者 を一次型、む ら食いな どの不 安
定な食行動の者 を二次型 とし、後者 の方が思考 の統合が
悪 く、知覚、認知機能、 自立統制力 が弱 く、問題 はよ り
深い としている2)。
今 回、食事の拒否 はないが 、少量 の食物 を長 時間かけ
不規則 に摂取 しては嘔吐 を繰 り返す 、二次型に属す ると
考え られるE子 に出会 った。彼 女 は口唇 口蓋 裂 を もっ
て生 まれ、幼い時か ら仲間 と自然のなかで遊び きるとい
うよりも、大人のなかで彼 らに順応 し、手のかか らない
「よい子」 と して育 って きた。E子 は高校 受験 を 目前 に
口唇 口蓋裂の手術 を受け、その直後 か ら嘔 吐 し始 め た。
真 に自律 を迫 られる段 階に入 り、 自分 を頼 りに して こと
に当た り、 自分 を意識 しなければな らない思春期の課題
は、E子 にとってあ ま りに も重い ものだ った。 自律 とい
う跳躍 の前提 に は、 自己 を肯定 す る力 が必要 で あ る 。
Erikson,H.は 、その力 は子 どもがそれ まで の心 理社会
的危機 をどの ように経て きてい るか とい う経験 の質が問
われ、なかで も乳児期 に依存欲求を満た されることに よ
り培 われ る 「基本的信頼」の感覚 を基盤 にすると指摘 し
ている3)。つ ま り過去の上 に現在の 自分が築 き上 げ られ
ている とい う確信 に立って、 「自分」の将来が現実的な
もの となるのであ る。一個の人格 として独 立す るために
解決 しなければな らない重要 な課題 に対 峙 した時 、E子
は 自分 を圧倒す る危惧に、吐 くことでしか対処できなかっ
たのであろ う。
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これ まで摂 食障害 児 へ の看 護 の報 告 は数 多 くあ る
が8)・15)・16)、自己同一性の葛藤 とい う視点 か らのア プロー
チは殆 どない14)。そ こで私 たちは、 「基本 的信頼」 の再
統合 を主眼 に置なが ら、E子 が 『自律への確信』 に少 し
で も近づ くために、依存欲求 を表出で きるようなケアを
試みたので報告す る。
II事 例紹介
15才 、高校1年 生の女児 で、主訴は嘔吐である。平成
5年10月15日 に入院 し、10カ 月後に一旦退院 したが発熱
し、3日 後 に再入院 したため、入院か ら1年2カ 月が経
過 してい る。
1.生	育歴および生活歴
E子 は正常 な妊娠経過で 出生 したが 、口唇 口蓋裂が あ
り、4カ 月、1才 半、14才 の時に手術 を受けた。母親の
話に よると、E子 は幼い頃か ら聞 き分 けが よく、全 く手
がかか らなかったが、外 で遊ぶ ことはあ ま りな く、友達
も少なか った。小学生の頃には、口唇 口蓋 裂 を理 由 に、
い じめにもあっていた。だが、祖 父母や近所 の大人 には
ものお じしない子 どもだった。E子 自身は、 「自分 は小
さい頃か ら何度 も手術 をし、迷惑 をかけているので、両
親に遠慮があ り、よい子 だった」 し、 「性格 は一見明る
いが、完璧主義 で疑い深 い性格だ」 との 自己概念 をもっ
ている。
2.家	 族 歴
47才 の父親 と41才 の母親 、18才 の姉の4人 家族である。
父親 は一流企業の会社員で、土曜 日、 日曜 日も仕事 に
出かけることが多い。E子 は、「子 ど も達 や母親 に無 関
心 で、あ ま り話 を しない父親だ」 と表現する。面会時の
父親 はベ ッ ドサ イ ドに黙 って座 ってい るこ とが多 いが 、
外 泊時 には必ず迎 えに来る。
母親 は、E子 が幼 い頃はパー トの事務員だったが、小
学校5年 生の時か ら正社員 と して勤務 している。躾 には
厳 しく、E子 が幼い頃、い じめ られて泣いて帰 って も甘
えさせ ることな く、母親 自身がその子の親に抗議に行 っ
た。現在 も治療 に不 明な点があれば、医師に直接尋 ねた
り、東洋医学や針治療 な どを見つ けて きて、E子 に受 け
させ てい る。だが今 の母親 は、「E子 は何 で も我慢 して
しまう性格 なので、E子 には遠慮があ る」 とも言 う。表
面上 、夫婦 間の葛藤 は見 られないが 、E子 は 「お母 さん
は愛情が薄 く、お父 さんにも愛情 を もっていない」 と感
じてい る。
姉 は私立大学付 属高校の3年 生 で、将来は看護婦 にな
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る目標 を もっている。幼い頃か ら戸外で活発に遊 び、友
達 も多 く社交的な性格である。 はっ きり自己主張 し、父
親 とぶつか ることもあるが、E子 は姉の行動 を 「我儘 だ
が羨 ましい」 とも思 って いる。姉 はE子 よ り身長 は低
く、ぽっちゃ りしている。
3.現 病 歴
中学3年 生の8月 、A病 院で3度 目の口唇口蓋裂の手
術後 より嘔吐が出現 した。嘔吐 は次 第に増 したため、 胃
潰瘍剤が投与 され徐々に軽快した。1カ 月後に退院 となっ
たが、退院2～3日 後か ら嘔吐が再発 した。水分摂取 も
で きず無尿状態 とな り、2週 間後に再入院 したが 、嘔吐
の原因解明のためB病 院へ転院 した。A病 院入 院時に47
kgあ った体重は、転 院時 には40kgに 減少 していた。
4.転	入時の状態
身長157.Ocm、 体重40,4kg(-21.2%)、 総蛋 白7.Og/d1、
Alb4.4g/dl、RBC367万m㎡ 、Ht33.0%、Gul76mg/dl
で軽 度貧血 を認めるが、栄養状態は悪 くなかった。1日
500～1000ml程 度の嘔吐が、食事摂取後に持続 していた。
やせ願望 はないが 、嘔気に よる不眠が時 々見 られた。
口唇 口蓋裂の跡 は、軽度残 っているが、構音 障害は殆
どない。小学校6年 生の春 に初潮があったが、14才 時の
手術後無月経 とな り、9カ 月 目に再 び見 られ、その後は
2～3カ 月 に1回 ある。 入院時 のE子 は一見 しっか り
してお り、依存 や不安は示 さず 、表面的には明る く振 る
舞っていた。
5.入	院後 から関 わ りをもつ迄の経過(223日 間)
入院後 、食物 は少量ずつ時間をか け摂取 していた が、
嘔吐は持続 した。人前で も平気で嘔吐 し、吐物 はテー ブ
ル上に放置 していることが多か った。医師や看護婦には、
笑顔 で 自分か ら声 をかけ、離棟の際には必ず看護婦 に伝
え、色 々な検査 に も素直に応 じた。だが病棟で も、同年
代や年下の子 どもとの交流 は少 な く、友達か らの手紙や
電話 は時折あったが、面会 は殆 どなかった。
入 院以来、週末外泊 を繰 り返 したが、外泊する と嘔吐
が増悪 し、正月の外泊明けには著 し く体 重が減 少 した。
だが、高校受験 は携帯輸液ポ ンプを持 って臨み、私立高
校は不合格 だったが、公立には合格 した。 また中学の卒
業式や高校 入学式 に出席 した時 も嘔吐は な く、 「この ま
ま、吐 くのが止 まる気がする」 とか、「最近 、 調子が い
い。このまま吐か なかった らなあ」 との言 葉 もあ った。
入学式直前 には、「今週中に退院 したい」 と強い意思 を
示 し、嘔吐 も減ったが、退院はで きなかった。
5月 の連休の外泊 も中止にな り、母 親が 「話 が違 う」
と抗議 し、連休前 に母親 が病 院に泊 り、IVH管 理 の指
導 を受け外泊 した。だが、家 に帰る と嘔吐が激 しくなっ
た。E子 は 「私は元気だか ら、絶対 に病院には帰 りた く
ない」 と主張 したが、 翌 日帰 院 した。 その時E子 は、
「今 、帰ったらもう家 には帰れない と思 った」 と心の 内
を珍 しく吐露 した。
看護婦 はこの頃迄 、嘔吐 の量や回数 など身体症状に注
目し、15才 なので 「自立 させ る」 とい う方針 でケアに当
たっていた。
この ようにE子 は、 自己抑制 的で両親 に も遠慮 が あ
り、自分の思いや感情 を口にで きなか った。表面的には
明る く振 る舞いつつ 、 〈吐 く〉 という形で不安 を表現 し
ていた。 このようなE子 の、感情 表現 や 自己主 張の少
な さの根底 には、 自己肯定感の欠如があった。生育史に
みたようにE子 は、本来 、乳児期 に克報 され るべ き母
親へ の依存欲求が満 たされてお らず 、そのこ とが 自己肯
定感の欠如 につ なが っていると思える。未解決 な依存欲
求を満た し、自己肯定感 を得 るために、E子 は 「基 本 的
信頼」の感覚 を、再体験す る必要があ った。私達は、彼
女が自己の欲求 を受 け入れて くれる とい う確信 をもとに
した、安定の基盤を求めている段 階にあ ると判断 した。
皿 看護の展開
第一次看護 目標(平 成6年5月27日 ～6月16日21日 間)
安全 と信頼の感覚 を もち、甘え を表 出で きる。
看護計画
1)な	るべ く特定の看護婦 が関心 をもって関わることで、
一貫 したケアを提供 し安定感 をもたせる。
2)E子 のための時 間であることを示すため、ベ ッ ドサ
イ ドに座 り、ゆっ くり話 を聴 く。
3)感	情 を表出 した り、共有で きる よう、受容的、共感
的な態度で接 する。
4)頭 をなでる、手 に触れるなど、 タッチ ングす ること
によ り安心感 を与 える。
5)望 ま しくな く行動 を強化 しない よう、嘔吐に対する
話 は意図的 に避ける。
6)E子 が 自分の長所 と能力 に関心 を向け、 自己肯定 感
を得 られるよう、彼女 が自信 をもてるものを見い出
す。
看護 の実際
デイルームにいたE子 は、 目が合 うと 「だ るい」 と
倦怠感 を訴えた。E子 に関心 をもつ看護婦 と して接 近す
る機会である と判断 し、E子 の前 にゆっ くり座 わ った。
「身体の調子が悪いの?」 と問 うと、彼女 は 「何 とな く
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だるい」 と言 った後、姉が看護婦 を 目指 していることに
話題 を変え、看護婦になる方法や保健婦の仕事について、
息つ く間 もな く質問 をした。それに対 して、話 をゆっ く
りと聴 き答 えた後、将来 な りたい職業 を尋 ねると、E子
は一転 して固い表情にな り、遠 くを見つめ、「別 にない。
(看護婦になるのは)私 は無理 、頭 も悪い し…」 と、そ
の話題 を避けた。
数 日後、E子 の部屋 を訪れる と、吐物 がテーブル に放
置 されていた。E子 と話すために来 たことを示すために、
嘔吐 には触 れずベ ッ ドサ イ ドに座 っ、た。する と、高校へ
1度 も行っていない ことや、同 じ高校へ進学 した友達が
いない こと、高校 受験 時の公 立高校 の対応 の悪 さや、
「私立 に行 きたか った」 こ となど、前 回同様 、堰 を切 っ
た ように話 し続 けた。 さらに、「お姉 ち ゃんが 高校 に入
る時、お父 さんに反対 され毎 日喧嘩 していた。お姉ちゃ
んはお父 さんに無茶苦茶言 うけど、私はよい子やから言っ
たことない。病気 して色 々迷惑かけているし…」 と、少
しつつ 自分の ことを話 し出 した。 また、 「甘 え られ る兄
ちゃんが欲 しい。甘 えたい」 と依存欲求 も見せ た。
関わって2週 間目頃か ら、E子 は2人 になると少 し甘
えた声で話す ようになった。そ こで、E子 が もっと依存
欲求 を表出 しやすい ように、何気 な く肩 に手を置いたり、
頭 をなでた。 このような関わ りのなかで、E子 は心 身症
外 来での診察について話 し始めた。 「色々検査 したけど、
どこも悪 くないから、 自律神経 に問題があるねんて。だ
か らその先生 に診て もらって、 自律神経の訓練 をす るか
どうか決める。け ど、それを始めた ら1年 必要や から高
校 を休学せなあか ん。1年 休学する人 もい るけ ど、い ざ
自分がす るとなると…やっぱ り抵抗 ある」 と、不安 を表
現 した。そ こで 「そ うやね(留 年)抵 抗あ るね、それで
どうす るか迷ってい るんやね」 と気持 ちを受け止 め、さ
らに意思決定 を促す ことがで きるのではないか と、 「治
療 を受 けるか どうか はEち ゃんの返事次 第?」 と尋 ね
た。E子 は 「そ うや なあ…」 と答えなが ら、看護婦 に飴
を手渡 した。そ して将来の話 に対 して も、前回 とは違 っ
た反応 を示 し、「手 に職はつけたい。看 護婦 とか 医者 と
かイラス トレー ター とか、最近では コックさんにな りた
い と思 ってい る」 と嬉 しそ うに話 し、 自分の絵が展覧会
に選ばれた ことも得意気 に続 けた。そ こでE子 の長所 を
強調す るため 、「Eち ゃんの書 いた絵 を見せ て欲 しい」
と頼 む と、次回の外泊時、以前 に書 いた絵 を探 して くる
と約束 して くれた。
このように受容 と共感 を基本 に した関わ りで、徐 々に
特定の大人 に甘える様子 を見せ 出 した。E子 は、 自分 に
受容 と共感を示 して くれる他者の存在で、 「基本的信頼」
の感覚 を再統合 しつつあった。そこで、家族関係、生育
歴 、病気 や学校 に対す る自分の思い を言語 化することで、
自分の感情 を認識 し、自律への力 を少 しつつつ ける こと
必要 と している段階に きたと判断 した。
第二次看護 目標(平 成6年6月17日 ～7月22日36日 間)
自分の感情 を言葉で伝 えることがで きる。
看護計画
1)第	一次看護 目標 と同様、受容的態度で接す ることを
基本 とす る。
2)自	分の感情 を認識 し、受け入 れ られる よう、家族 や
病気、 自分 自身のこ とが話せ る機会 をつ くる。
3)現 実感 を引 き出す ため、学校 の話題 を出す。
4)ス	 トレスやそれに対す る自分 の反応 を認識で きる よ
う、外 泊の影響やE子 の思いを聴 く。
5)つ なが りを もてる体験 を共有す る。
看護の実際
病 院か ら家迄 は車で約1時 間半を要 し、 さほど負担 の
かかる距離ではないが、外泊 をする と嘔吐が増 えるとい
う状況が続 いた。E子 はその ことにつ いて 、「外 泊す る
と疲 れるか ら」 だと思っていた。絵 を見せて くれる約 束
をした外泊時 も嘔吐が多 く、帰院 した翌朝 も憔悴 した顔
を していた。絵の ことに触れ ると、「探 した け どなか っ
た」 と気の ない返事が返 り、さらに 「入院 した頃は家族
もよく心配 して くれたけ ど、最近はそ うで もない」 と、
吐 き捨 てるように言い 、「病院 にいて も治 らないか ら、
退院 したい」 と続 けた。
幼 い頃の話 を聞いた時には、「お姉 ち ゃんは家 にい る
タイプで、私は男 の子の友達 と外で よく遊んだ」 と話 し
た。だが、 これ迄話の最中では一度 も嘔吐 したこ との な
かったE子 だが、この時 は2回 も嘔吐 を した 。そ して
時計を気 に し、1人 で散歩 に出かけた。E子 の話 した姉
やE子 自身の幼 い頃の状況 は、 後 日母親か ら聞 いた も
の とは全 く逆であった。
子 どもや母親に も無関心 だ と思 っている父親の状況 も
見れる よう、「忙 しい仕事の合 間 を縫 って、Eち ゃん を
迎 えに来て くれているね」 と他の機会 に話 したが 、 「そ
うやなあ」、 と無表情 に言 うだけだった。
また、心身症外来の診察の 日をとらえて、 「心 身症 っ
てい う病気 について、先生か ら何か聞いた?」 と尋ねて
みた。E子 は下を向 き、「全然聞 いてい ない」 と言 った
が、少 し間を置いてか ら顔 を上 げ、声 の トーンを落 とし
て、「心 の病… と違 うの?私 、病気の前 に悩みなんかな
か った。そうい う病気 に罹る人って、家 とか学校 で何か
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があった人やろ。で も私は何 もなかった。強いて言 えば
受験前や った ことかな。で もそれやった ら受験が終わっ
た ら治 るはずや し、私は受験 なんて気 に して なか った」
と 一気 に早 口で話 した。E子 の状態か ら、 この こ とに
は触 れて ほ しくないのだ と判断 し、話題 を変えそれ以上
は触 れなかった。
七夕の 日に、一番の願 いは何か と聞 くと、 「お願 い ご
とって一杯 あるけど、やっぱ り留年せず に皆 と一緒 に進
級す ること」 と答 えた。そこで、「そ うや ね」 とまず そ
の気持 ちを受 け止めた。す る とE子 は、 「や っぱ り1
年遅れ るって きついやん。 なかにはそんな子 もいるけ ど、
抵抗あ るわ。大学だった らいいけ ど高校では…」 と、不
安 を表現 した。E子 に とって、留年 は確 かに気がか りな
こ とだ し、具体的 な情報 を与 える ことがつなが りをもて
る体験 にもなる と考え、留年 した学生の話 をした。 「入
院 した看 護学生の話を しようか、その学生 さんは無理 し
てで も頑 張るって言ってたけど、結局身体の方が大事だ
か らって、1年 留年 した。入院中に友達の実習 している
姿 を見て、複雑 な気持 ちや ったやろうね。で も、結 果的
には2倍 友達がで きて よか った と言 ってた。今 は卒業 し
て看護婦 になった」 と話す と、E子 は興味深 く聞 き入 っ
ていた。
数 日後、「退院決 まった。次の 日曜 日」 と自分 か ら告
げるE子 の声 には感情 が こ もってお らず 、嬉 しそ うな
表情 も見せ なか った。「しっか り治 って退 院 な ら安心 だ
けど、Eち ゃんは まだ調子が戻 ってない し心配だわ」 と
自分の気持 ちを伝 える と、E子 は少 し考 えて 、「うん…
よ くなってないけ ど、学校 へ行 くことが刺激 になって何
か変化す るか も しれないって…思 う」 と、小声でゆっ く
り答えた。そ して、厂外来で また会い たい」 と少 し甘 え
た声で言 った。
この ように、特定 の人 には依存欲求 を示 し出 したが 、
その欲求 は充分には満 たされてい なかった。 だか らこの
時期、病気や幼い頃の思い を表 出させ ようとした接近は、
か えってE子 の防衛 を強 くさせ て しまった。
E子 は一旦退院 したが、その翌 日か ら発熱 し、脱水 状
態のため個室で母親が付 き添い再入院 となった。母親の
付 き添 いは、E子 が母親に遠慮 な く依存で き、母親 もこ
の依存 を しっか りと受容することで、幼 い頃 に得 られな
か った依存 と受容 に基づいた親子関係 を体験する よい機
会であった。E子 もまた、母親へ しっか り依存 で き、そ
れ を受 け止めて もらう体験 をす ることで、彼女 自身が母
親 を安定基盤 と して、認識 で きることを必要 と している
と判断 した。
第三次看護 目標(平 成6年7月25日 ～8月28日35日 間)
母親 に甘えを表出 で き、 母親 もE子 の甘 えを充分 に
受け止め ることがで きる。
看護計画
1)身	体的な援助 を通 じて、E子 の依存欲求 を しっか り
受 け止めることの大切 さを母親 に伝 える。
2)母	親が精神的な安定感 を得 るため、母親の努力 を認
め、それを言葉で表現する。
3)母	親 とE子 との2人 の時間を多 くす る こ とで、E子

の依存欲求 を表出 しやす くす る。

4)母	親に嘔吐の回数や量な どにとらわれない よう伝 え
る。
看護の実際
再入院当初のE子 は、母親 に きつ い 口調 で要求 を表
出 したが、母親は全 ての要求を受け止め、床上での排泄
や食事 を食べ させ るなど丁寧 に 日常生 活の介助 を した。
看護婦はE子 が母親 に甘 える こ との大切 さを、母親 に
説明 し、で きるだけ2人 の時間を多 くした。 この ような
関わ りのなかか ら、E子 はす っか り母親 に依存 する よう
にな り、一言つつ母親の顔 を見 なが ら甘 えた声 で話 し、
母親 もE子 をしっか り受 け止 めて いた。 それ は まるで、
幼 い頃にE子 が必要 と して いた基本 的 な信頼 感 を認 識
してい るようであった。
2週 間後 には解熱 し、嘔吐 も殆 ど見 られ な くなった。
だが、母親 は仕事 を もっているため、付 き添いが長期間
になることを不安 に感 じていた。そ こで母親 を労 った上
で再度、「Eち ゃんは、 自分の感情 や思 い を言 葉で伝 え
られず、嘔吐 とい う形で表現 しているのか もしれません。
充分甘えることで、それができるようにな ります。だか
らEち ゃんを甘 えさせてあげて欲 しい」 と伝 え た。す る
と母親は、 「E子 は甘えるのが下手 で した し、私 も甘 え
させる ことが苦手 で した」 と、 これ迄の子育てを振 り返
ると伴 に、幼い頃のE子 の様 子 を話 して くれ 、そ の後
もE子 の甘 えをしっか り受 け止めていった。
この ように母親への依存欲求 を充足 したE子 は、 「今
回みたいに(IVHカ テーテル感染)な った ら怖 いか ら、
もうカテーテルは入れた くない」 と訴 えた。今 回は、依
存欲求 は前回 よりも充足 されている と判断 し、 自律への
糸口 として、病気 を自分 で治す とい う意 欲 を培 うため、
「IVHし な くて済むにはどの位、栄養をつけたらいいの?」
と尋ねた。E子 は 「聞いてない」 と答 えたので 、「目標
があった方が頑張 れるね。先生 に聞いて見 たら」 と伝え
ると、素直 に	 「うん」 と返事 を した。
再入 院 して1カ 月後、状態が安定 し総室に移 ったため、
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母親 の付 き添 いが外れた。 だが、また徐 々に嘔吐が始 ま
り、母親が付 き添 っていた時の柔 らかい表情か ら、普段
のE子 の表情 に戻 りつつあ った。E子 の依存 欲求が 、 ま
だ強い ものであることがそこには示 された。
E子 は、強い依存欲求 を満たす ためにこれまでの受容
と共感 を基に したケアの継続 を求めていた。つ ま り、 ま
だ彼女 と常 に日々の生活を伴 にで きる大人 を、必要 とし
ている段階 と判断 した。そこで看護学生が受け持 ち、1
対1の ケアを開始 した。
第四次看護 目標(平 成6年8月29日 ～10月30日63日 間)
依存欲求 を満足 しなが ら、自分 自身を見 ることがで き
る。
看護 計画
1)体	力が充分に快復 していないため、身体的ケアを通

じて依存欲求の表出 を促す。

2)看 護学生が1対1で 関わることで、一慣性、統一性
のあるケアを提供 し、「基本的信頼」 の感覚 を太め
る。
3)学 生 の経験談 を伝 え、体験 を共有する。
4)自	己肯定感が得 られ るよう、E子 の長所や特技 を肯
定 し、強化す る。
5)学	生が十分 なケアが行 なえる よう、看護婦や教官 は
学生 を支持す る。
看護の実際
学生が受け持つ に先立 ち、受容 的に関わ り、食事の強
要を しない こと、吐 くことへの強い関心 を向かせ ない こ
とや、 日常生活援助 を通 じて タッチ ングす るな ど、これ
迄の方針 を伝 え、関わ りの一貫性 を保 った。
1週 間後、E子 は学生に 「私は性格が悪い。す ぐ人 を
疑 う。先生の説明 も、本当かなって…」 と、 自分 のこと
を話 した。 また 「小 さい頃、反抗 しなかったか ら、こん
な病気 になったのかな」 と、少 しつつ吐 くことの意味 を
考 え出 した。だが4週 間後 に受 け持 った次の学 生 は、
「～しようか」や 「～ した方がいい よ」 と、 自分 のペ ー
スで関わろうとした。この時、 自己主張 ので きないE子
は戸惑 いを見せた。そこで、先 の学生 と同様のアプロー
チ をとる よう伝える と、この学生 も受容的、共感的姿勢
を見せる ようにな り、E子 も自分 を表現す ることが増 え
た。E子 が 「や さしいお兄ち ゃんが欲 しい」 と言 った時
に、学生は 「お兄ち ゃんで な くて も、 誰 で もい いか ら、
Eち ゃんを受け止めて くれる人、何で も認めて くれ る人
がいて欲 しいの と違 うかな。Eち ゃん遠慮 する性格や か
ら。私 もそ うやったか らわか る」 と、共感的理解 を示 し
た。また、共通の体験 を もてるように と、学生 は自分の
家族や高校時代の ことを意図的に話 した。また、教官が
E子 が絵 に興味があるとい う情報 を伝 えた ことが きっか
けで、一緒 に似顔絵 も書いた。E子 はバラ ンスの とれ た
構 図の似顔絵 を描いたが 、「人の顔 を描 くとシ ミをつ け
た くなる」 と言 った。 しか しなが らE子 は、今 迄見せ
たこ との ないよ うな集中力 を示 し、学生はその真剣 な取
り組み を しっか りと褒め評価 した。
このような関わ りのなかで、E子 は 「本当に親友 と呼
べる友達 はいない」、「心 の内を話すことがで きないのは、
自分が心 を開かないか ら」 と、自分の気持 ちを表出 し、
自分 を少 し客観 的に見 るよ うに もな った。 またE子 は
今迄決 して口に出さなかった、い じめを受けた体験 を話
した。 「私 、生 まれつ きやか ら仕方ないけど、口唇 口蓋
裂や ったか ら、そのことで色 々言われて …。小 さい頃、
男の子に 〈鼻曲が り〉 とか 〈口曲が り〉 とか…。女 の子
も陰で言 った りした。泣いて家 に帰って、そのことを言っ
たら、お母 さん にも厳 しく、r泣 かん とき亅 って叱 られ
た し、お母 さんはそ う言 った子の親 に文句言いに行った」
と、幼い頃の辛かった思い を打 ち明けた。学生 もい じめ
られた体験があ り、「そん な こと言 われ た ら辛い よね。
その時、お母 さんに甘 えたかったで しょ」 と、E子 の気
持 ちに共感 した。 さらに学生 は 、「で も、それ はEち ゃ
んに強 くなって欲 しいって思 う、お母 さんの愛情 やね」
と母親の気持 ちを伝 える と、E子 は素 直に 「そ うや な、
今 は私 もそ う思 う」 と、始めて母 親の気持ちを認める言
葉 を出 した。 また、「お父さんは、政治 や社会 の こ とを
教 えて くれ る」 と、父親への思い も以前 とは違 う表現 を
する ようになった。
数 日後、主治医が もっと食べ るように励ましたところ、
E子 は 「食べろ食べう って言 うけ ど、これで も一生懸 命
に食べ てる。一体 どれ だけ食べ たら、点滴 を抜 いて くれ
るの?目 標がなかった ら頑張 られへん」 と泣 きなが ら、
これ迄抑 えていた 自分の感情 を表現するようにもなった。
現在、E子 の嘔吐 はまだ続 いてい るが 、学習へ の意欲
も示 し出 し、学生 と一緒 に勉 強を少 しずつ始めている。
IV考 察
E子 へ のケアを通 して、〈依存 か ら自律〉 へ の過渡期
に躓 きを見せ た思春期 の子 どもへ のケアを考えてみたい。
第1は 、E子 の よ うな事態 にあ る子 ど ものケ アは 、
「疾病モデル」 では成立 しない こ とであ る。E子 に関心
を示 して、特定の看護婦が関 わる以前の看護は、嘔吐量
や回数、そ して思春期であるとの前提 か ら 「自律 さす」
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ことを注 目 していた。周囲 に過剰 に順応 して育 ったE子
に とって、 この ような状況で依存欲求 を表出す ることは
非常 に困難である。 その ためE子 は不安 を表 出す るこ
ともな く、表面的 には明る く振 る舞い、医師や看護婦 の
言葉 に素直に応 じるというように、ます ます大人に順応
す る行動 を示す。つ ま り、 ケ ア提 供者 に とってのE子
は、吐 くとい う身体的な現象以外 に問題のない子 どもに
映る。だがE子 は、 まさに 〈吐 く〉 ことに よって しか 、
基底的不安4)や依存欲求 を表出するこ とがで きなか った
のであ る。 またそれは、彼女 にとって最 も安易 な自己表
現 の手段 である、吐 くとい うことに 「固着す る」 ことで
しか、E子 は安定が得 られ ないこ とで もある。
第2は 、 自律 は 「依存か 自律 か」 と二分的な ものでは
な く、「依存 しつつ 自律へ」 と向か うことであ る。E子
は、これ迄 の15年 の人生か ら、女性 と して、人間 として
生 きてい く課題 を問 う時期 にさしかか っている。今迄 自
分 は何者であ り、今、何者で、これか ら何者 になろ うと
しているのかを問 うているのである。 また、その 自己概
念が 、彼 女のおかれている状況や集団のなかで、確 かな
位置づけ をもち、他者か らの是認 を得ている ものか を模
索 しているのである。この最 も重要 な時期 に、 しか も高
校受験 とい う重い課題 を背負った中学3年 の時期 に、E
子 は口唇 口蓋裂の手術 を受けた。彼女に してみれば、重
い決意があった に違 い ない 。 だがE子 は 、手術 後 に鏡
を見て 「全然変わっていない」 と、つぶやいているのを
母親が 目撃 してお り、 手術結 果 はE子 の期 待通 りで な
か った ことが明 らかであ る。口唇 口蓋裂は、彼女の生育
歴や身体概念 に大 きく影響 を及ぼ してお り、他者か ら見
られている 「自己」 と、見ている 「自己」 に不一致 を生
じた大 きな要因であることは間違いなかろ う。 この よう
なE子 に とって 、「自己」 を確 信す るため の作 業 には、
しっか りと依存 体験 を仕直 す必要 があ った。Erikson,
H.は 、自己同一性 は幼い 頃か ら漸進 的 に獲 得 され る信
頼性や 自律性、 自主性 、勤勉性の感覚 の上 に築かれるこ
とを指摘 した。特 に基本的信頼感覚が 「人生の なかで発
達 させ るべ き精神 的健康の第1の 構成要素」で、 これは
「生後1年 間に愛情 ある安定 した適切な母親の養育によっ
て得 られる ものであ り」、乳児 は 「万 能感 の世界 に住 む
ことが重要」だ と強調 している3)。子 どもは幼 い程 、 自
分で欲求 を充足することがで きず、親が欲求処理代行 を
しているのだが、全 てが思い通 りになるかの ような 「万
能感」 の世界にいる。だが この体験 をもつ ことで、乳児
は 「確 か さ」、「強 さ」、「楽観性」の感覚 を根づ かせ る。
さらに、これ らの感覚 を土壌 に して 自力 を培 うこ とで、
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万能感か らの脱却が可能 となる。例 えば、空腹であれば
真夜中に啼泣 して も、母親が 自信 をもって優 し く抱 き、
授乳 して くれ ることが信頼感 を育む。そ して、この信頼
感が他者や社会へ の信頼感につ なが る し、様 々な感情 や
衝動 をもった 自分が この世 に存在 してよい という自己肯
定感 をも育て るのだ。
E子 の置かれた状況を見 ると、出生時、姉 は2才 で ま
だ手のかか る時期 にあった。E子 が 口唇口蓋裂 をもって
生 まれたことは、母親に とっては不安だったろう し、そ
の授乳 にも困難 を伴 ったであろ う。また、仕事 に多忙 な
父親か らは充分なサポー トも得 られなかっただろう。こ
のような状況ではMiller,A.の 指摘 す るよ うに、母親
には 「恒常的でない愛情 の供給」 と、E子 には 「愛情供
給の不安定 さ」に敏感であるとい う相互循 環5)が 存 在 し
たのであろう。つ ま り、E子 が 自己表出するのではなく、
受身的に く合わせ る〉側 にまわ らざる を得 ない 関係 が 、
そこには存在 していたのではなかろうか。E子 の順 応 的
な幼児期の生活歴や羨望 を伴 った姉への感情 、看護婦へ
の対応 は、自分の内にうごめ く生の感情 に従 う よ りも、
他者が欲す ることへ心 を向け続けた こ とを示 してい る。
思春期 を迎 えて もE子 は 、感情 を他者 にぶつ け るこ と
がで きなか った。また、心 身症外来受診時に見 られた よ
うに、 自分の内にある様 々なニュア ンスの感情 に直に向
き合いなが らも、それが 自分ののっぴ きな らない感情 で
あると体験することも難 くなっていた。 このように自己
表出ので きないE子 に対 し、基本的信頼感覚 の再体 験 、
つ ま り依存欲求を満たす ことを目指 したケアを行 なった
ことは評価 して よかろ う。第一次看護 目標 の 「関心を も
ち接 近 し、傾聴す ること」 を主眼に したケアで、E子 は
少 しつつ心 を開いた。だが第二次看護 目標 での 「自律 に
向けて」 のケアは、依存欲求が充分満た されない段 階に
あったのに、そのことを急 ぎ過 ぎた。外 泊中に嘔吐が増
強 し、憔悴 したE子 の 身体 を気づ か う よ りも絵 の話 を
出 したエ ピソー ドには、「信頼で きる他者 で はある まい
か」 とさぐりを入れている段 階で、その人か ら自律 を急
が され、 ます ます 強 まったE子 の孤 独感 が示 されて い
る。 また同様に、病 気や生 育歴 につい てのE子 の強 い
防衛的な反応 も、思い より先に言葉 を聞こうとしてお り、
ケアが 「依存か自律か」 の傾向 をもっていた と言 える。
第3は 、共感的 理解の意 味で ある。 「依存 か 自律 か」
的 なアプローチのため、人間であるか らこそ生 じている
体験 であるとい う認識を、E子 に伝 えることがで きて い
なかった。 これは共感を重視 しながらも、真の共感に至っ
ていなかった ことで もあ り、その原 因は、E子 が追い 込
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まれていた人間的事由 とその過程へ の洞察不足にあった。
しか しなが ら、第四次看護 目標 で、学生は 自分 自身の体
験 を もとに した、共感を示 した。つ ま り、い じめ を体験
したことのある学生は、その体験 に陥 らざる得 なかった
痛みを思いやるこ とがで きた し、そのことを伝 えること
がで きたのである。 この真の共感 ともい える関わ りをも
てたが故 に、E子 は自己を見始めつつあ り、 「依存 」 に
大 きく身を委ねなが らも、「自律」 へ と少 しばか り向か
いつつある。僅かで はあって もこの変化 は、一貫 して依
存欲 求に応 えるケアを提示 したことによるものであろう。
またこの上 に立って、 自分 の思い を自分で医師に伝 える
ように働 きかけるなど、E子 が 自分の内面 をみるための
関わ りを支持 したことにあるだろう。 この働 きか けは、
第三次看護 目標 では達成 されなか ったが 、次の段 階で学
生 と一緒 に描画 した り、い じめの体験 を伴に話すなかで、
E子 は泣 きなが らも、勇気 を奮 って医師に自己 を表現 し
たのである。
第4は 、思春期 の子 ど もに とって友達が非常に重要 な
ことである。E子 は依存欲求 を大切 にしたケアのなかで、
少 しずつ 自律への確信 を芽生え させた。だが大 き く変化
を見せたのは、第四次看護の時期であ った。 もちろん 、
第一次看護 か らの一貫 したケアの成果が ここで現われた
ことも一因であ ろう。思春期の子 どもは、見 えないが故
に、群れて語 るために友 を必要 とす る。友達 を求めなが
らも得 ることが難 しか ったE子 は、 年齢 の近 い学 生 と
の関わ りのなか に、その姿 を見ることで、変化の きっか
けを見い出 したのであろ う。
Vお わ りに
大人へ過剰 な適応 を示 し、〈吐 く〉 こ とで不 安 を示 し
ている思春期 の子 どもに対す るケアのあ り方を見て きた。
E子 のケア を通 して得 られた示唆は以下の通 りであ る。
1.ケ アの提供者 は、子 どもの依存欲求 に応えな くては
な らない。 これは、特 に他者 に く合 わせ る〉 スタイル
をもっている子 どもには重要である。
2.彼	女 らの依存欲求 に応 えるためには、ケ アの提供者
自身が 、人生の恐怖や不安 に対 して、自分 を打 ち出 し
て行 く勇気 をもたな くてはな らない。つ ま り、ケア提
供者 自身 も人間 としての強 さや弱 さ、 自分 と他者 との
共通点や相違点を認識 していかな くてはならないのだ。
3.「 依存か 自律 か」 のアプローチで はな く、依存 の な
か に少 しずつ 自律への関わ りを入れ て行 く、 「依存 し
つつ 自律」す るためのケ アを提供 しなくてはならない。
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4.思 春期 の子 どもが、自分の内面 に生 じた変化 を受 け
入れ、それを定位 させ るには、自分以外 の対象(特 に
友達)を 必要 とする。
以上の ような関わ りのなかか ら、子 どもは受 け入 れ難
い自己の側面 を直視 し、それ を自分の もの として担 うこ
とを始め る。思春期 の子 どものケアは、 このような支援
の上 に成 り立つのである。
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